


 「ひょうご・人と自然の川づくり」におけるこれまでの成果と課題をとりまとめ、
今後の川づくりに活かす。 

兵庫県における人と自然の川づくり 

●具体の川づくりを基礎から支える施策を、河川行政として組織的、計画的に推進する 

水文化・景観 親水 治水・利水 生態系 

●人と自然が共生する川づくりを進める 

川づくりの意識と技術の向上 

河川情報の体系的な整備 参画と協働の推進 

平成8年  『ひょうご・人と自然の川づくり 基本理念・基本方針』策定 

平成14年 『ひょうご・人と自然の川づくり 推進方策について』 
      河川審議会の答申 

「基本理念・基本方針」策定から約20年が経過 



ひょうご・人と自然の川づくり「基本理念・基本方針および推進方策」 

≪基本理念≫ ≪基本方針≫ 

安全ですこやかな 
川づくり 

治水・利水に関する基本方針 
●流域全体で考える安全で利用しやすい川づくり 
●偉大な自然の力に対して県民がみんなで守る 
 身近な川づくり 

生態系に関する基本方針 
●自然の豊かさとすみ分けを配慮した水脈づくり 
●さまざまな生命を育む水と緑の水脈づくり 

水文化・景観に関する基本方針 
●川に沿いながら培われた歴史や文化を生かした 
 水景づくり 
●自然の美や豊かさと調和した水景づくり 
●地域の自然と生活に溶け込み、あきのこない 
 水景づくり 

親水に関する基本方針 
●多彩な交流を育む多様性のある水辺空間づくり 
●自然に直接ふれ、よく観察し、学習できる水辺づくり 
●散らかさない、汚さない、水辺につくるきれいな 
 生活空間づくり 
●水辺への安全を目指す意識づくり 

自然の豊かさを 
感じる川づくり 

流域の個性や 
水文化と一体と 
なった川づくり 

水辺の魅力と 
快適さを生かした 

川づくり 

≪推進方策≫ 

参画と協働 
の推進 

河川情報の 
体系的な整備 

川づくりの意識 
と技術の向上 



≪基本理念≫ ≪基本方針≫ 

治水・利水に関する基本方針 
●流域全体で考える安全で利用しやすい川づくり 
●偉大な自然の力に対して県民がみんなで守る 
 身近な川づくり 

生態系に関する基本方針 
●自然の豊かさとすみ分けを配慮した水脈づくり 
●さまざまな生命を育む水と緑の水脈づくり 

水文化・景観に関する基本方針 
●川に沿いながら培われた歴史や文化を生かした 
 水景づくり 
●自然の美や豊かさと調和した水景づくり 
●地域の自然と生活に溶け込み、あきのこない 
 水景づくり 

親水に関する基本方針 
●多彩な交流を育む多様性のある水辺空間づくり 
●自然に直接ふれ、よく観察し、学習できる水辺づくり 
●散らかさない、汚さない、水辺につくるきれいな 
 生活空間づくり 
●水辺への安全を目指す意識づくり 

≪推進方策≫ 

参画と協働 
の推進 

河川情報の 
体系的な整備 

川づくりの意識 
と技術の向上 

ひょうご・人と自然の川づくり「基本理念・基本方針および推進方策」 

安全ですこやかな 
川づくり 

自然の豊かさを 
感じる川づくり 

流域の個性や 
水文化と一体と 
なった川づくり 

水辺の魅力と 
快適さを生かした 

川づくり 



自然の豊かさを感じる川づくり「生態系に関する基本方針」 

兵庫県では、 
「“ひょうご・人と自然の川づくり”基本理念・基本方針」 
（平成8年5月）に基づき、人と自然が共生する川づくりを推進。 
その一環として、次の取組みを実施。 

 
（１）技術基準作成 
 
（２）情報整備 
 
（３）意識と技術の向上 



（１）技術基準作成 

 ①ひょうご・人と自然の川づくり技術資料「川の見方」 
（平成12年度） 

 
 ②ひょうご・人と自然の川づくり技術資料「川づくりのポイント」 

（平成16年度） 

H13.7作成 H17.3作成 

自然の豊かさを感じる川づくり「生態系に関する基本方針」 



（２）情報整備 
「ひょうごの川・自然環境調査マニュアル」 

 ①実施時期 
 

 ・１巡目：平成14年度～平成17年度（ 4年間） 
 ・２巡目：平成19年度～平成30年度（12年間） 
 
  

H14.3作成 H20.3作成 

自然の豊かさを感じる川づくり「生態系に関する基本方針」 



（２）情報整備 
「ひょうごの川・自然環境調査」 

 ②対象河川 
 

 県内の河川環境を代表する 
 主要14水系が対象 
 
 ・1級水系：猪名川、竹田川、加古川、 
        円山川、揖保川 
 

 ・2級水系（流域面積200km2以上） 
                 ：武庫川、市川、夢前川、 
        千種川、矢田川、岸田川 
 

 ・地域を代表する水系： 
       明石川、洲本川、三原川 

自然の豊かさを感じる川づくり「生態系に関する基本方針」 

  
  ⇒調査対象河川の流域面積の合計は 

県土面積約8,600km2の約9割に相当 



（２）情報整備 
「ひょうごの川・自然環境調査」 

 ③調査内容 
 

 ・横断工作物などの河川の物理的特性 
 

 ・植生、魚類、底生動物の生息状況 
 
 
 ④活用方法 
 

 ・調査結果から各河川における自然環境上の 
  課題を抽出 
 

 ・事業の手法や工法を検討しながら、 
  生態系に配慮した河川改修への取組 

自然の豊かさを感じる川づくり「生態系に関する基本方針」 



（２）情報整備 
「ひょうごの川・自然環境調査」 

 水辺の国勢調査との違い 

  自然環境調査 
1巡目（平成14年度～平成17年度） 
2巡目（平成19年度～平成30年度） 

（参考）水辺の国勢調査 
（平成4年度～平成 8年度） 
（平成9年度～平成13年度） 

目的 
1巡目 広域的・連続的な実態把握    
2巡目 環境改変の把握・補足調査 

包括的な特性把握 

方法 連続的調査 代表点による定点調査 

項目 
1巡目 河川、魚類、底生動物、植生    
2巡目 魚類、底生動物、植生 

河川、魚介類、底生動物、植物、 
鳥類、陸上昆虫類等、両生類、 
爬虫類､ほ乳類 

活用 
①河川管理上の課題の抽出 
②対応方法及び河川の基礎情報 

①包括的な河川環境特性の把握 
②基本的な計画策定 
③県民への情報提供 等 

自然の豊かさを感じる川づくり「生態系に関する基本方針」 



（２）情報整備 
「ひょうごの川・自然環境調査アトラス」 

自然環境調査１巡目（平成14～17年度）調査後、
平成19年度に重要な生態系が残された場所や 
各河川が抱える課題を地図上に表示した 
「ひょうごの川・自然環境アトラス」を冊子に 
まとめ、平成20年度から希少種情報等を除いた
WEB版を県ホームページで公開。 

ひょうごの川・自然環境調査 
マニュアル 

自然環境調査 ひょうごの川・自然環境調査 
アトラス 

初版 
（平成14年3月） 

1巡目 
（平成14年度～平成17年度） 

初版 
（平成19年9月） 

WEB版 
（平成21年3月） 

第２版 
（平成20年3月） 

2巡目 
（平成19年度～平成30年度） 

令和２年度～ 
2巡目調査とりまとめ、改訂 

※現在、作業中 

H19.9作成 

自然の豊かさを感じる川づくり「生態系に関する基本方針」 



自然の豊かさを感じる川づくり「生態系に関する基本方針」 

例）14水系の内、加古川水系 

（２）情報整備 
「ひょうごの川・自然環境調査アトラス」※HPで公表 



（３）意識と技術の向上 
 「ひょうご・人と自然の川づくり事例集」 

 ①掲載内容 
 

 ・これまで兵庫県内で取り組んできた生態系に配慮した 
  河川工事の事例紹介 
 ・「ひょうごの川・自然環境調査」の 
  視点から河川環境上の課題ごとにとりまとめ 
 
 ②活用方法 
 

 ・河川工事に携わる者が現場で 
  生態系への配慮を実践するための資料 
 ・兵庫県における生態系配慮の 
  取り組みについて広く周知し、 
  県民の理解を深めていただく 

図中の●は 
事例位置 

自然の豊かさを感じる川づくり「生態系に関する基本方針」 



（３）意識と技術の向上 
 「ひょうご・人と自然の川づくり事例集」※HPで公表 

③発刊内容 ※兵庫県ＨＰでも公表 
 

 ○ひょうご・人と自然の川づくり事例集  （平成11年10月） 
 ○ひょうご・人と自然の川づくり事例集2004（平成16年 4月） 
 ○ひょうご・人と自然の川づくり事例集2011（平成23年 3月） 

1999年版（H11.10） 
 ※ 29事例 

2004年版（H16.4） 
 ※ 32事例 

2011年版（H23.3） 
 ※ 74事例 

自然の豊かさを感じる川づくり「生態系に関する基本方針」 



（３）意識と技術の向上 
 「ひょうご・人と自然の川づくり事例集」 

自然の豊かさを感じる川づくり「生態系に関する基本方針」 



（３）意識と技術の向上 
 「ひょうご・人と自然の川づくり事例集」 

自然の豊かさを感じる川づくり「生態系に関する基本方針」 



２０年の主な取組内容まとめ 

『ひょうご・人と自然の川づくり』基本理念・基本方針が 
策定されてから約20年が経過 

■主な取組内容【多自然川づくり】 
 
①「ひょうごの川・自然環境調査」の実施 
 

②県独自の技術資料の作成・活用 
 

③種の保存、多自然川づくりの実施 

ｵｵｻﾝｼｮｳｳｵの保護 
（出石川） 

ﾊﾞｲｶﾓの保存 
（田君川） 



２０年の取組みの評価、課題、対応方針 

『ひょうご・人と自然の川づくり』基本理念・基本方針が 
策定されてから約20年が経過 

【評価】 
維持管理が不十分な保全対策工
では施設の機能が低下 

【課題】 
整備した施設の 
適切な維持管理の実施 

⇒生態系に配慮した川づくり箇所において 
 経年変化の結果、25～40%で機能低下が発生 

【対応方針】 
定期的なﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ調査の 
実施による適切な維持管理 

海と川との 
連続性の確保 

水辺の 
エコトーン 

流れの多様性 
（瀬と淵） 

流れの多様性 
（河道の擾乱） 

特定種の 
移植・保護等 

■機能が維持されている 
■機能低下が見られる 
■判定不能 



２０年の取組みの評価、課題、対応方針 

『ひょうご・人と自然の川づくり』基本理念・基本方針が 
策定されてから約20年が経過 

【評価】 
 河川維持の担い手(行政・地域)の減少 

【課題】 
 小規模工事で取り組む自然再生、 
 維持管理できるレベルの自然再生の推進 

【対応方針】 
自然環境調査を活用した実務的な技術資料の作成 
（事例集の改訂、県職員向けの技術管理規程集への位置づけ） 

県職員へのアンケート結果 

多自然川づくりについて 
取組み上の問題 

 ■現場でどの程度考慮すべきか分からない 
 ■どのような技術資料があるのか知らない 
 ■技術資料の内容が複雑で分かりにくい 
 ■経済性などの面で不利になる 



２０年の取組みの評価、課題、対応方針 

『ひょうご・人と自然の川づくり』基本理念・基本方針が 
策定されてから約20年が経過 

【対応方針】 
 現場研修の充実、技術力の向上や 
 河川環境のﾉｳﾊｳを継承する仕組みづくり 

【課題】 
 河川担当者の意識の醸成・技術の習得、 
 これまで蓄積されてきた技術の継承 

【評価】 
 若手職員が自己研鑽できる機会・制度が 
 限られている 
（河川講習会（県内職員向け）が年１回、現場研修が単発で開催） 

県職員へのアンケート結果 

多自然川づくりについて 
取組み上の意識 

■意識して取組んでいる 
■意識して取組めていない 



川のある風景フォトコンテスト 
最優秀賞「清流に咲く梅花も」 

（２級河川岸田川水系田君川、兵庫県新温泉町） 


